
午前８時３０分まで

　　県大会申込書をエクセルデータにて下記あて送信してください。

　　併せて振込書コピーをPDFにして送信願います。

          E-mail:soft-senyo.douke@leto.eonet.ne.jp

振込書コピー確認後、大会参加申し込みの完了とみなします。

抽 選 会

午前８時３０分より

会場へは８時１５分以降に入場すること。(厳守)

申 込 方 法 １）申込書はホームページから所定書式をダウンロードして下さい。作成した

使 用 球

本大会に出場するチームの編成は、監督１名、コーチ２名、スコアラー1名、選手
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監 督 会 議

開 会 式

競 技 規 定

競 技 方 法

３）７回又は70分終了後同点の場合は、最終回守備者９名による抽選とする。

参 加 資 格

※試合開始予定 午前９時３０分

※優勝チームは全国大会への出場権を得る。9/21～23 兵庫県明石市・高砂市・加古郡

    但し、２回までとし、同点の場合は抽選とする。

※2位、3位チームは、近畿大会への出場権を得る。9/28,29 和歌山県橋本市

４）試合は３回終了していれば成立する。

(公財)日本ソフトボール協会検定3号ゴム球とし、本大会はナガセケンコー製を使用。

　　成されたチームとし、２支部以上の重複登録は認めない。

優勝、準優勝チームには賞状と楯（取切り）、三位チームには賞状を授与する。

受   付

ありません。

(公財)日本ソフトボール協会2024年オフィシャルルールによる。（一部特別ルール採用）

１）トーナメント方式とし三位決定戦を行う。なお、天候等により変更もあり得る。

県協会役員による公開代理抽選　5月11日 大和高田市 総合公園 １０時より

天候、ｸﾞﾗﾝﾄﾞ状態等により試合等の開始時間が前後することがある｡

    なお、決勝戦に限り、上記の場合はタイブレークを行う。

２）試合は、７回又は70分の時間制限付とし、５回７点差でコールドゲームとする。

奈 良 県 ハ イ シ ニ ア 選 手 権 大 会

実  施  要  項      

第19回

令和６年５月２５日(土)・２６日(日) 広陵町 第二浄化センタースポーツ広場

　　　　　予備日６月１日(土) 広陵町 第二浄化センター

開 催 日
及び会場

奈良県ソフトボール協会主 催

ナガセケンコー株式会社後 援

参 加 制 限

２）チーム内に指導者有資格者がいなければならない。

　　監督・コーチが指導者資格を有していないときはチーム内に有資格者(監督代行

　　になり得る者)がいなければならない。

但し、監督、コーチが選手を兼ねるときは２５名の選手枠内で登録すること。

２５名以内とする。

表 彰

１）県内に居住または勤務する６８歳以上(当該年度4月1日現在）の男子によって編



12）外野フェンスを設置するため、第２試合の当該チームは４名、８時１５分に

　　集合して下さい。

12) 捕手用マスクはＳＧマークが入っている物を着用しなければならない。

１）日ソ協登録料（チーム登録料＋個人登録料）
＋ 大会参加費10,000.-

大会参加費 　　　　　　　　 16,000円   1,000円×人数　

申 込 締 切 ４月２６日(金)ＰＭ５時まで必着。　大会資料作成のため期日厳守願います。

３）大会申込後棄権する場合は、前日までに事務局へ連絡すること。連絡がない時は

    無通告棄権として罰則を与える。いずれも参加料は返金しない。

４）投手が使用するロジンは自チームで用意し、事前に審判員の点検を受けること。

５）選手は前もって健康診断を受けておくのが望ましい。

連 絡 事 項 １）試合の３０分前または４回終了時早い方に打順表（５部）を提出すること。

２）競技場に入れる人員は登録された者(プログラムに掲載)に限る。

　　但し、スコアラー以外は全員ユニフォーム着用のこと。

シクミネット手数料は各チームでお支払いください。

　 （保険証は必ず持参のこと。）

７）監督会議には監督が出席のこと。

８）指導者は必ず登録証を携帯の上、ベンチ入りのこと。

９) 申し込み後の選手登録の変更はできない。
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日ソ協登録料

天候による開催の可否は、当日午前７時に主催者側が決定する。

問い合わせ先 福本総 務委員長 ０９０－７８８３－３６９５

大谷総務副委員長 ０９０－２１９０－８５７８

　　場へ入ること。

　　いずれの場合もオーダー表には登録しておくこと。

11) 試合開始整列に参加出来ない選手は無断で競技場には入れない。

　  事前に判明している時は監督会議の時に大会責任者に報告し許可を得ること。

　  不明時も同様に大会責任者の許可を得て、その旨審判責任者に報告の上、競技

６）選手の傷害については、応急処置のほかは一切責任を負わない。


